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講演題目 

特別養護老人ホームにおけるシーティング実施に係る調査研究 

研究の目的、成果及び今後の展望 
【研究の目的】 

要介護高齢者が椅子や車いすに快適に座ることができるよう支援する技術的手法にシーティング

がある。シーティングは、リハビリテーション場面のみで実施されるものではなく、介護施設におい

ては主に介護職が日常生活のケアの一環として座面クッションの検討やタオル等による姿勢調整や

椅子・テーブルの高さを調整すること等によって対応がされている。しかし、それらは充分に行われ

ているとは言い難く、二次障害の発生や生活の質の低下を招いているケースも多くみられる。こうし

た状況の原因として、「シーティングについて学ぶ研修機会がない」「用具（椅子、車いす、クッショ

ン等）が不足している」「施設内で周知するための教材が不足している」「シーティングに知見のある

外部専門家との連携が無い」等があげられており、介護職がシーティングを実施するには教育・実践

環境において課題が多いことが指摘されている。また、介護現場におけるシーティング領域の症例報

告は非常に少なく、知識・技術の普及や物品が不足する中で介護職が行うシーティング実践の現状は

不明瞭である。そこで、本研究ではシーティングに関し介護職がどのような視点を持ち、どのような

プロセスで生活ケアの一つとしてのシーティングに取り組んでいるのか、アンケート調査を実施し探

索的に明らかにすることを目的とした。 

【成果】 

アンケート調査実施にあたり、対象施設および対象者、調査方法等について検討した。また、仮説

構築のため特別養護老人ホームに限らず広く高齢者介護現場におけるシーティングに関する先行研

究を収集し、アンケート内容を検討した。調査項目については、高齢者介護に携わる介護福祉士、看

護師ら６名によるパイロットスタディを実施し、回答者の基本属性（全４問：選択式）およびシーテ

ィングの実践状況（全 13 問：選択式・自由記述式）の構成とした。 

【今後の展望】 

特別養護老人ホームの介護福祉士を対象としたアンケート調査を実施し、結果の分析を行う。現状

と課題を明らかにし、対策（介護職のシーティング実践に必要な評価指標を検討し、アセスメント表

を開発する等）について検討する。 
また、前年度にセラピストと連携して取り組んだシーティング連携マトリクス（シーティングと心

身の状態および生活の状態など利用者の状態像が可視化）の活用とあわせた事例研究を通して、介護

職のシーティング実践を効果的に進めるための教育方法について検討する。 


